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下記のとおり質問したいので、通告します
質問番号２番　　答弁者　　産業経済部長　　
質問事項　　有害鳥獣・捕獲駆除されたイノシシの多さは不自然
《質問要旨》　
市の有害鳥獣対策における駆除・協力者への助成制度は他の自治体からも評価されている。実際に駆除に努められる関係者はご苦労様であると思う。

ところで、この制度の運用実態に関して具体的な疑問の声が寄せられた。

そこで調べてみた。

制度は法律及び県と市の有害鳥獣捕獲実施要領に基づいている。

　有害鳥獣の捕獲頭数は、県と市の要領第５条４号によって規制があり、申請１件当たりの許可数量は、例えばイノシシは「２０頭」と規定され、その種類ごとに定められている 。

　被害の申請があると、現地確認し、市は、「高富」「伊自良」「美山」地域の別にそれぞれに許可する。だから他地区、他の自治体内で捕獲したもので山県市で助成金を請求することはありえない。
　有害鳥獣の捕獲駆除に対して、過去４年間に市の支出した助成・補助金総額は約１８００万円。
このうちイノシシは、過去４年間でみると６２４頭。イノシシには駆除１頭当たり１５０００円の助成があり、助成の総額は９３６万円。

全体の半分がイノシシとなっている。

　このような捕獲や助成・補助状況を念頭に、ここでは「イノシシ」に関して問う。

１．　駆除は猟友会にお世話になるという。３地区の猟友会の実際の事務局はどこにあるのか。

２．　補助金という観点で、駆除の実績はどこからどのように報告されて、市はどのように確認し、どのように助成金を交付しているか。
３．　「許可数」に対する「捕獲した数」に関して、捕獲率はイノシシが約５０％、他は非常に低い。つまり、「有害鳥獣駆除」といいながら、数字としては、「半分はイノシシ捕獲」という実態が見える。
補助金額の半分がイノシシ、ということもうなづける。

有害鳥獣駆除を市民の暮らしを守るために市が業務として行うという観点において、「イノシシが半分」、という実態はおかしいとは思わないのか。

４．　滋賀県の研究データでは、イノシシの行動範囲は２～３k㎡とされている。

　
先に述べた山県市内で４年間で駆除されたイノシシの内訳は、
高富１８７頭、伊自良１７４頭、美山２６３頭。
Ｈ２０年度では、高富　４３頭、伊自良　４０頭、美山　４８頭　となっている。
　一般の地域住民の感覚や常識からすれば、高富や伊自良でこんなにイノシシが獲れること自体がおかしい。

市は、高富や伊自良地域に関して、イノシシの多さは不自然だとは思ってこなかったのか。

５．　対象外の「狩猟期間の捕獲物」が補助物として申請・交付されていないか。

　
６．　「明らかに他の自治体」というエリアでの捕獲分が含まれていないか。

７．　どのように、申請に対応する真実固有の１頭の捕獲動物がいると確認したのか。

８．　県内では、助成金要領に、「補助金の返還を命ずることができる」と明示する自治体もある。が、市は明示していない。一般論として、助成金に関して事実と異なる申請があった場合、市はどうするのか。
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